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伝暑氏朗敏村大

Mr. Tosh士 o OInura and his Ⅵ′ork on botany

静岡市馬場町の大村洋品店の御主人,大村敏朗氏は本会のために今回多額の御寄付をして下さいました。

本書を刊行できたのも実に大村氏の高徳の致す所と存じます。本会一同に代つて大村氏に厚く感謝申し上げ

ます。

大村敏朗氏の植物の御事蹟について少し紹介してみましよう。大村氏は大正 9年 6月 8日静岡市に生れま

した。少年のとき大村洋品店に養嗣子となられまして家業を受けつぎました。旧制の県立静岡商業学校に学

びました。少年時代より植物がお好きで,植物採集をしたり,植物の本を読んだり致しました。生れながら

恵まれた明晰なる頭脳と健脚とを活用なさって,短 日時の間に静岡市付近の植物は大方御知 りになりまし

た。少年時代は筆者が植物の手ほどきをして上げたものです。それから後は東京帝国大学,京都帝国大学 ,

国立科学博物館などの専門の学者を師として植物学を勉強されました。標本をその学者に送って名称などを

教わったり,沢山の文献を得て片端から読みこなしたり,あるいは又,全国の同好の人達と共に山野を歩

き,専門家にお供して実地に植物を勉強しました。

氏は写真をとる優れた技能をお持ちであります。氏がとった植物写真は学者の資料としても貴いものでし

た,標本の製作も実によく出来て,模範的のものを沢山作りました。

氏の植物調査や採集は静岡県下を中心に,関東,甲信,近畿が主ですが,南は屋久島まではるばる行かれ

ました。大戦前に数万点の植物標本を集めましたが,全部を戦災で失ってしまいました。しかしそれに屈す

ることなく,戦後は一層活発なる山野歩きをして,戦前に倍する沢山の標本を集めてあります。標本iま生物

を研究する基礎資料ですから実に貴重です。当地に科学博物館が出来ればその基礎となるでしよう。国立科

学博物館で毎春開かれる朧 展示会に美事で珍稀の植物標本を出品されました。それらは同館に保存されて

あります。

氏は採集の記事などを植物関係の雑誌に沢山発表されました。その主なものを拾いますと,植物研究雑

誌,北陸の植物,植物趣味,日 本シダの会々報,野草および静岡生物同好会などであります。主なものだけ

記すと :

1 シダ植物写真,北陸の植物 6巻 (1957)よ り17巻 (1969)まで連載して合計 107図版に達しました。

2 珍稀シダ写真集,日 本シダの会々報の14号 (1955)か ら数回にわたり付録として添え,15枚ありま

す。以上 2件の写真はシダ類の最も珍しいもの揃いであります。

3 清水港の帰化植物目録,北陸の植物 6巻 2号 51頁 , 162種 をあげてあります。

また氏が単行本としたものは :

ツウ

1 竜爪山植物誌。1940年 ,107頁 ,1000余の植物と主な種類の解説があります。よく調べた完全で正確

なものです。

2 静岡市西部植物誌,1943年 ,71頁 ,1∞03品 を記す。区域は旧安倍郡南藁科村小瀬戸 および旧志太郡

朝比奈以南から大崩海岸に至る宇津谷の山脈地域であります。

3 静岡市付近シダ植物分布図,1954年 ,現静岡市に属する地域で地図に山や谷ごとにシダ植物の名を記

したもの。

大 村 氏 が 発 見 の 新 植 物

1 トヨグチイノデ ル ′ッsιグιλ″″ 0ル%“ι KuRATA 1956,オ シダ科,長野県豊口山で筆者と一緒
に見出す,北陸の植物 5巻 3号79頁 (1956)に発表,ホ ソイノデに似て,ソーラスが縁辺よりにつくの

が異る。

2 オオムラホシクサ E″ο
““

′ο″ Oπ
“
″″″″ιT.KoYAMAホ シクサ科,1951年信州自樺湖で採集。
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植物学雑誌69巻 211頁 (1956)に発表。外見イヌノヒゲに似て,頭花がより小形で,葉も著しく細くて

幅は 1ミ リ以下である。

3 スルガスゲ α″′″ 0′″″
“
ι T.KoYAMA カヤツリグサ科,19M年 静岡市安倍峠で 筆者と同

行し見出した。植研30巻 10号 313頁 (1955)に 発表。ヒメカンスゲ, ミヤマカンスゲなどに似ている。

葉辺は逆にザラつく。

4 ハシナガカンスゲ (果胞のハシが長いので名づける)Cα″″pんαιο′ο″ T.KoYAMA カヤツリ

グサ科,山梨県タル峠(静岡県清水市両河内との堺にある)で発見,植研30巻 10号315頁 (195の に発表。

イワカンスゲなどに似て長い旬枝がある。

5 オオトウバナ αル″ο″″フ″ ο″筋
“

″″, HONDA シソ科, 昭和 15年 焼津市花沢山で採集, 植

物学雑誌 54巻 542号 (1940)に 発表,イ ヌトウバナより葉が広い (卵形)。 学者によリイヌトウバナ

に合する。

6 ウ メ ガ シ マ テ ン ナ ン シ ョ ウ  ル・グSα′″α ″″ι′gη Sみ J′,7ι ″Sι F.MAEKAWA(未 公 表 )サ トイ モ 科 ,

筆者と共に静岡市安倍峠でとる。スルガテンナンショウに近縁である。

7 シ ブ カ ワ ニ ン ジ ン  の グο′
`″

sグ s ια″ιιο′αtt Var.0′ 7'Z%ι T.KoYAMA キ キ ョ ウ科 ,1957年 ,

氏が遠江引佐町渋川温泉裏山の蛇紋岩地帯で発見,植研32巻 2号61頁 (1957)に発表。葉の裏面に毛が

生えている。花はツルニンジンと同じ。遠州,三河,紀伊尾鷲に分布。

o オニアゼナルコ C″ι
“

Tο s″′ο″s T.KoYAMA カヤツリグサ科,1954年氏が岡部町で採集。

植研31巻 9号 287頁 (1956)に発表。ゴウソとアゼナルコとの自然雑種。

9 シブカワシロギク Asι′″′ッgク Jο s″s MAXIM. var. sんルκ力ατ%ιπs′s KITAM.et MuRATA

キ.ク 科,氏が1956年に引佐町渋川温泉で採集,1959年 ,京都大学の村田氏によって確認された。分類地

理19巻 2号69頁 (1961)で 発表された。サワシロギクに似て地下茎を曳かない。果実も上半が裸出す

る。

10 オゼサトメシダ Aιんγr′%",ル′ιο′あ′
‐ο″S f・ οル″

“
πι KuRATA オシダ科,尾瀬沼方面で筆

者と一緒にとる。 サトメシダの一形で表面に毛がある。

11 ニオイヒヨドリバナ E″α′ο′力″ι
`カ

グ″″sι  var.sJ″ ″′′σ′メοル
“
′,ι f.ル鶴7′,S(HONDA)

HARA キク科 ,ヒ ヨドリバナの一形 ,葉は細 くて芳香があるもの。日本坂でとつた。

12 シロバナイスコウジユ   高草山
亀ト

13 シロバナヒカゲチョウジ  竜爪山麓。

14 シロヒキオコシ 竜爪山。

15 ウスイロフシグロセンノウ 同6

以上の12以下は単に花色 (色素)変異品であるから詳細は省いた。学名に大村又は敏朗のラテン語を付け

たものが六種もあるが,こ の学名は学界に永久に使われるでしよう。

分 布 上 の 発 見

氏が各地を廻って採集した植物で分布上の新産地として知られたものが沢山あります。多くは静岡県のも

のですから,静岡県下の植物地理に貢献した事は大きいと思います。ここに代表のものを少し拾って見まし

ょう。

イ ヌ ス ギ ナ    丸子地区 (暖地で珍)

ミゾ シ ダ モ ドキ    わら科方面

ックシャ ブ ソテ ツ    同

ヒ メ ウ ラ ジ ロ    駿府城 (県下唯一)

カ ギ ガ タ ア オ イ    竜爪山

サンヨウトリカブト    同  (分布東限)

フ ジ タ イ ゲ キ    高草山 (分布西限)
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シマジタムラソウ

ヒ メ タ ヌ キ モ

ム シヤ リン ドウ

イ ワ シ ャ ジ ン

ア キ ヮ ギ ク

アイノコシ ラスゲ

オオタマツリスゲ

ミツバテンナンシヨウ

コ バ  イ  モ

ク ル マ ユ リ

渋川鉱泉 (分布東限)

わら科方面 (食虫植物)

伊豆玄岳 (東海唯一)

竜爪山

同

駿府城 (第二産地)

自糸方面

竜爪山

高草山

八公嶺方面

帰 化 植 物 の 調 査

す。

戦後は清水港付近に沢山の帰化植物が生え出しました。これはアメリカから食料品に混入して輸送された

ものが多いと思います。大村氏はこの港付近を戦後幾回も探して沢山の帰化植物を発見しました。採集品は

多くは筆者と一緒に内外の文献を渉猟して学名をしらべ,和名の無いものに新名を下しました。またむつか

しい植物は専門の学者に送って名を教わりました。日本で初めて清水港や静岡市で見付かつたものが沢山あ

りました。その内で若千の代表のものを示しますと :

ミナトカラスムギ,ヒ バリノチヤヒキ,セ イヨウカモジグサ,ミ ナトムギクサ,カ モメノチヤヒキ,アメ

リカハルタデ,キバナモクセイソウ,コ メバミソ′ヽギ,ア レチウリ,ク フモ ドキ外沢山あります。

大村氏は分類のむつかしいイネ科,カ ヤツリグサ科,シダ類,帰化植物などに多くの貢献をして居 りま

(杉本順一)

summary

Mr. Toshiro Ohmura, the owner of Ohmura Haberdashery, was born in Shizuoka City

in 1920.  Since his boyhood, he has been devoting himself to the study of Japanese

plants.  Through years of his study,  numerous plant species were added to the f10ra

of Shizuoka Prefecture.  Twelve new taxa were found by him in ShizuOka as well

as in other Prefectures.They are 2ο り s″″λ
“
π ολ′π%πι KuRATA, E′ グο

“
%Jο″ ο″″名の″′π

T.KoYAMA, Cα rιπ ο722%“αι T. KoYAMA, α pんαιο″ο″ T.KoYAMA, α  ′Osみケο″グs

T.KoYAMA, CZi″ 9p。ググα″2ο″π
“
ι″%″ι HONDA, 4risαι″α %′ ,2ι gα sみグ″αι″sι  Fo MAEKAWA

(unpubliSheの ,Cο′ο″9psグ s″″ι′ο″協 var.ο″%紹′T.KoYAMA,Asιι″″4μ′οs%si物にJπ.var.

sんあ%たαωα′″SFS KITAM.et.MURATA, ■ι/2yrグ%π グα′ο′′οし″οπs f. οルπ%紹′ KuRATA, and

E″)α′οrグ

“
,,2 ιλJ″ι″sι  Var.S′′″ ιをグメο″′″,″  f. メ″′″″S(HONDA)HARA.

(By Junichi SugimOtO)


